
 

 

 

 

 

 

 

 ODFPoleFigurte1.5、ODFPoleFigure2 

 極点処理にｄｅｆｏｃｕｓ曲線の整形機能を追加 
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概要 

 XRDでは光学系の補正を行う為、無配向試料による random測定を行い、β方向の平均値による 

   αプロファイルを作成し、その逆数を配向測定データに乗算して補正が行われます。 

   しかし、random試料が得られない場合、Tenckhoffの計算式などで補正が行われています。 

又、実際の測定した random試料のαプロファイルを成整形して補正を行なわれるが、 

CTRソフトウエアでは、この整形を ODFPoleFigureソフトウエアでバックグランドを削除した 

TXT2データを別のソフトウエア TEnckhoffCalcソフトウエア、AddDefocusFileソフトウエアを経由し  

て補正 TABLEを作成していたが、ODFPoleFigureソフトウエアで整形を行える様にしました。 

操作手順を説明します。 

 

追加した機能 

ODFPoleFigure1.5の場合 

 

ODFPoleFigure2 の場合 

 

 



動作確認 

ODFPoleFigure1.5 で説明 

データ C:¥CTR¥DATA¥Al-powder-random 

 バックグランド除去、規格化を行う。 

 

 

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥはＴＸＴ２ファイルの登録で行われる。 

 

 

 

 

 



ＴｅｎｃｋｈｏｆｆのＦｉｔｔｉｎｇ機能を使わない場合 

 

ＴｅｎｃｋｈｏｆｆのＦｉｔｔｉｎｇ機能を使う場合 

 

 使わない場合     使った場合 

  

  

  

 

 

 

 

 



入力ｒａｎｄｏｍデータを補正 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った極点図のβ９０度からβ２７０度のαプロファイル比較 

 赤：Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆ整形なし、青：ＴＥｎｃｋｈｏｆｆ整形あり 

 

 

 


